
東北農業研究 (Ъhoku Agric.Res.)25,91-92(1979)                       -91-

マグネシウム (Mg)入 配合飼料給与による低 Mg血症の予防

及川 稜郎・小針 久典・菅原 休也・落合 昭吾・佐藤 勝郎

(岩手県畜産試験場外山分場 )

Prevention of Hypomagnesemia by Feeding MagneSiumbicnded FOrmula Fccd

lturo OIKS ,ヽHisanOri KoHARI,Ky● ya StlosヽRA,

Sh5g。 OoHIAI and Katuro SAT0

(Sotoyama Branch, Iwate Prefectural Anima1 llusbandry Experiment S tation)

安易なMg02入配合飼料を用いて低Mg血症の予防を試み
1 は  し が  き たのでその概要を報告する。

春期における低Mg血症の発生は,放牧飼養を主体とす
2 試 験 方 法

る肉月牛生産に与える被害は大きく,その予防方法も種々

試みられているところであるが,我 々は投与方法が比較的   表 1に示すとおり日本短角種子付牛30頭 を9牧区 (274

表 1 試 験 方 法

区分 供試牛 試 験 期 間 舎 飼 期 間 放 牧 期 間 Mg給 与期間 使用放牧地
I区 日本短角

種子付牛

各 6頭 4月 26日 ～6月 13日
4月 26日 ～5月 ,日 5月 10日 -6月 13日

4月 26日～ 5月 23日 24 7ha(9

牧区 )を輪

換放牧

Ⅱ区 4月 26日～ 5月 9日

Ⅲ区 5月 10日～5月 23日

lV区 無  給  与
V区 4月 26日 ～5月 16日 5月 17日 ～6月 13日 無  給  与

ha)の放牧地に全頭同一の牧区に輪換放牧し, I区からⅢ   4 放牧前 2週間Mg入配合飼料を給与した I区では放

区までの牛にMg023 3%, Oac03 2%,NaCl l%,ビ タミ  牧後 6日 目の血清Mg値に放牧前の血清Mg値より有意の低
ンADEol%を 含有するTDN69%,DC Pll%の ペレッ  下が認められた。
卜状配合飼料を各 給々与期間を変えて 1日 1頭当り1″給   5 放牧前後 2週間,放牧直後 2週間Mg入配合飼料を

与し血満無機成分の変動をみると共に牧草の成分および生  給与したI区,Ⅲ区においては対照区でみられた血清Mg値

産量についても各々の牧区に入牧する前日に調査した。   の低下もなく,ま た,こ の時期の血清Mg値も対照区に比べ

1%か ら01%水準で有意に高い値を示した。
3 試 験 結 果 6 放牧を1週間遅延したV区の血清Mg値は漸減する

1 本試験期間中に対照区のlV区に放牧 6日 目に1頭 の  傾向を示 した。

発症牛がありこの時の血清Mg値は06, Ca値 は,1で臨   7 放牧草のミネラル含量は表 3に 示すとおりP,Caに

床的には症状は軽度なものであつた。           ついてはほぼ正常値で推移したがN,K,K/Catt Mg当 量

'       2 供試配合飼料の採食率は70%程度で個体により嗜好  比は高い値で推移し,Mg値は正常よりやや低く推移した。

性の差がみられた。                     8 牧草の生産量は放牧 6日 日までは必要量の50%強 く

3 試験期間中血清Mg値が最低になつたのは放牧後6  らいしかなくその後ほぼ必要畳とみたす程度となり放牧後

日日でその時の対照区の血清Mg値は117± 031であった。  半では100%以上となつた。

表2 マ′ネシウム入配合飼料の給与方法と血清マグネシウムの区間差 (lV区対比 )

区
マ グ ネ シ ウ ム 入
配合 飼 料 の給 ケ方法
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表 3 放牧 草 の くネ ラル含量

OI区 ,●Ⅱ区,△■区

▲ lV区 ,□ V区

(月 日)

図 1 血清マグネンウムの推移 (″/a″ )

4考   察

試験に用いた放牧地の放牧草のミネラル含量はN, Kの

合量およびK/Ca+Mgの当量比が高くMg含量は少なく,

かつ放牧当初の草の生産量も低かつたことから試験に用い

られた放牧地の状況は低Mg血症の発生しやすい状況にあ

つたものと推定された。

このような草地条件のもとで放牧されてもMg入配合飼料

給与をした I区 ,Ⅱ区では対照区のW区で発症牛まで出し

群平均 117± 031と 血清Mgが低下している時期において

も表 2に示すとおり有意に高い値を保持 していることから

Mg入配合飼料の給与効果は高いものと推定された。

放牧前2週間のMg入配合飼料の給与は放牧後の血清Mg

値は発症するほどのものではないが放牧前の血清 Mg値 と比

較 した場合有意の低下を示していることから低 Mg血症の予

防には疑間がもたれた。

嗜好性の問題については個体により採食むらがあり採食

率も70%程度であるため改善の必要があり,ま た,給 ケ期

間も放牧 3週 目あたりにも血清Mg値の大きな低下がみられ

ることからあと 1週間程度延長するほうがよいものと思わ

れた。

放牧期間
利用

牧 区

牧 草 成 分 お よ び 当 量 比 (DM%) オーチャ
ードグラ
ス草丈
←7)

入牧時

草 量
ん,/10a)

オ ー チ ャ ー ドグ ラ ス 混 播 草

N P: Or K Ca Mg ーCa+Mg N P206 K Ca lヽg
K__
Ca ttMЯ

5/10´ ′ヽ12 14-2 1 14 0 20

12 - 13 14-1 131 0 15 412 0 27 0 19

10～ 15 12-2 116 427 0 26 019 3 82 1 03 0 29 021 1257

16 12-1 114 467 0 19 1102

16 - 20 019 202 2

20 ‐2 23 13-2 023 4 23 0 86 017 271 235 9

23～ 25 13-1 411 0'7 0 29 016 4 01 0 85 019 277 326 358 8

25 - 31 げで 274 0 92 215 5

31 -6/5 10馴の 2 395 018 013 514 081 016 837 5

6/5 ‐ 6 14-2 019 5 02 1 04 0 22 342 8

6   -  9 14-1 019 52 7 708 1

9  - 13 112 0 19 507 1 03 031 021 5,4 2


